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高
崎
市
新
町
公
民
館

古
典
文
学
講
座

令
和
元
年
九
月
十
八
日

万
葉
集
を
よ
む
～
令
和
に
ち
な
ん
で
～

第
２
回

新
町
公
民
館

万

葉

集

概

説

北

川

和

秀

１
．
万
葉
集
と
は

①
奈
良
時
代
後
半
に
編
纂
さ
れ
た
わ
が
国
現
存
最
古
の
和
歌
集
。

②
全
部
で
４
５
０
０
首
あ
ま
り
の
和
歌
を
収
め
る
。
全
二
十
巻
。

③
歌
の
作
歌
年
代
は
１
３
０
年
間
ほ
ど
。
こ
れ
を
四
期
に
分
け
て
考
え
る
。

④
歌
の
作
者
は
、
天
皇
、
貴
族
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
幅
広
い
。

⑤
作
者
の
出
身
地
は
近
畿
地
方
が
多
い
が
、
東
歌
や
防
人
歌
な
ど
東
国
農
民
の
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑥
平
城
遷
都
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
頃
に
飛
鳥
時
代
の
部
分
が
編
纂
さ
れ
、
以
後
、
増
補
が
繰
り
返
さ
れ

て
、
現
在
見
る
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
最
終
的
な
編
者
は
大
伴
家
持
か
。

⑧
歌
は
、
基
本
的
に
、
雑
歌
、
相
聞
、
挽
歌
と
い
う
三
つ
の
分
類
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

分
類
を
部
立
（
ぶ
だ
て
）
と
い
う
。

⑨
相
聞
は
恋
の
歌
、
挽
歌
は
死
に
ま
つ
わ
る
歌
、
雑
歌
は
そ
の
他
。
た
だ
し
、
初
期
万
葉
の
頃
の
雑
歌

は
宮
廷
の
儀
礼
歌
が
多
い
。
時
代
が
降
る
と
雑
歌
に
は
様
々
な
歌
が
増
え
て
ゆ
く
。

⑩
当
時
は
ま
だ
ひ
ら
が
な
も
カ
タ
カ
ナ
も
発
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
歌
は
漢
字
の
み
で
表
記
さ

れ
て
い
る
。

⑪
表
記
に
当
た
っ
て
は
、
「
春
」
「
山
」
「
恋
」
な
ど
の
よ
う
に
、
漢
字
の
意
味
を
生
か
し
た
用
法
と
、

は
る

や
ま

こ
ひ

「
波
流
」
「
也
麻
」
「
古
非
」
な
ど
の
よ
う
に
、
漢
字
の
発
音
（
音
ま
た
は
訓
）
だ
け
を
借
り
た
用

は

る

や

ま

こ

ひ

法
と
が
あ
る
。
漢
字
の
発
音
だ
け
を
借
り
た
用
字
を
万
葉
仮
名
と
い
う
。

⑫
万
葉
集
の
原
本
は
今
に
伝
わ
ら
な
い
が
、
部
分
的
な
が
ら
も
平
安
時
代
の
写
本
が
数
点
伝
来
し
て
い

る
。

⑬
全
巻
揃
っ
た
写
本
は
鎌
倉
時
代
後
期
の
も
の
が
最
も
古
い
。

⑭
明
治
時
代
に
『
国
歌
大
観
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
き
に
、
万
葉
集
の
全
て
の
歌
に
番
号
が
つ
け
ら
れ
た
。

そ
の
番
号
が
今
で
も
「
万
葉
集
の
歌
番
号
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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２
．
各
期
の
特
徴

第

一

期

第

二

期

第

三

期

第

四

期

期

間

舒
明
天
皇
～

壬
申
の
乱
～

平
城
遷
都
～

天
平
五
年
頃
～

壬
申
の
乱6

7
2

平
城
遷
都7

1
0

天
平
五
年7

3
3

頃

天
平
宝
字
三
年7

5
9

時
代
的
背
景

・
蘇
我
氏
の
時
代
か

・
壬
申
の
乱
後
の
安

・
律
令
制
が
確
立
す

・
天
平
文
化
の
花
開

ら
、
大
化
改
新
を

定
し
た
時
代

る
時
代

い
た
時
代

経
て
中
大
兄
の
時

・
天
武
天
皇
の
も
と

・
記
紀
が
成
立
し
、

・
律
令
制
は
早
く
も

代
へ

強
力
な
中
央
集
権

風
土
記
撰
進
の
詔

ほ
こ
ろ
び
を
見
せ

・
白
村
江
の
大
敗
、

の
国
家
が
作
ら
れ

が
出
る
な
ど
、
文

始
め
る

大
津
京
遷
都
も
あ

た

化
的
な
事
業
も
活

り
、
激
動
の
時
代

溌
で
あ
っ
た

歌
の
特
徴

・
古
代
歌
謡
か
ら
和

・
口
承
か
ら
記
載
へ

・
個
性
が
開
花
し
た

・
長
歌
は
衰
退
し
、

歌
へ

・
専
門
歌
人
が
出
現

時
代

類
型
的
に
な
る

・
口
承
的
、
呪
的
性

・
題
材
が
拡
大

・
歌
人
層
が
飛
躍
的

・
歌
が
社
交
の
道
具

格
、
集
団
性

・
長
歌
が
著
し
く
発

に
拡
大
し
、
歌
の

と
も
な
る

・
歌
体
が
五
七
の
定

展

テ
ー
マ
も
多
様
化

・
繊
細
優
美
、
理
知

型
に
落
ち
つ
く

・
定
型
化
が
進
む

・
漢
詩
文
や
仏
典
の

的
・
技
巧
的
な
歌

・
格
調
高
い
歌
が
多

影
響
が
見
ら
れ
る

が
増
え
る

い

歌
も
あ
る

代
表
歌
人

舒
明
天
皇

柿
本
人
麻
呂

大
伴
旅
人

大
伴
家
持

有
間
皇
子

高
市
黒
人

山
上
憶
良

笠
郎
女

天
智
天
皇

持
統
天
皇

山
部
赤
人

狭
野
弟
上
娘
子

額
田
王

大
津
皇
子

笠
金
村

中
臣
宅
守

大
伯
皇
女

高
橋
虫
麻
呂

田
辺
福
麻
呂

志
貴
皇
子

大
伴
坂
上
郎
女

遣
新
羅
使
人
た
ち

＊
磐
姫
皇
后
（
巻
二
巻
頭
歌
）
や
雄
略
天
皇
（
巻
一
巻
頭
歌
）
な
ど
は
第
一
期
に
は
含
ま
な
い
。

＊
他
に
、
東
歌
・
防
人
歌
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３
．
各
巻
の
構
成

①
巻
一
・
巻
二
が
万
葉
集
の
最
も
古
い
段
階
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
巻
に
は
天
皇
の
代
毎
に
歌
を
ま

と
め
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
一
は
雑
歌
、
巻
二
は
相
聞
・
挽
歌
の
部
立
を
持
つ
の
で
、

こ
の
二
巻
セ
ッ
ト
で
三
大
部
立
が
揃
う
。
本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
の
を
、
分
量
の
点
で
二
巻
に
分

割
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
時
代
的
な
範
囲
は
、
平
城
遷
都
ま
で
。
一
部
、
増
補
の
よ
う
な
形
で
平

城
遷
都
後
の
歌
を
含
む
。

②
巻
三
・
巻
四
は
、
巻
一
・
巻
二
の
補
遺
と
追
加
。

③
巻
五
は
、
大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
を
中
心
に
、
九
州
で
よ
ま
れ
た
歌
を
集
め
た
も
の
。
天
平
初
年
の

六
年
間
ほ
ど
の
期
間
に
限
ら
れ
る
。
歌
の
前
に
漢
文
の
序
を
伴
う
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
巻

五
の
み
の
特
徴
。

④
巻
六
は
、
巻
三
の
雑
歌
の
補
遺
と
追
加
。
こ
こ
ま
で
の
諸
巻
は
基
本
的
に
作
者
名
を
記
す
。

⑤
巻
七
は
作
者
不
明
の
歌
を
集
め
た
巻
。

⑥
巻
八
・
巻
一
〇
は
四
季
分
類
の
巻
。
巻
八
は
作
者
名
を
記
す
。
巻
一
〇
は
作
者
不
明
の
歌
。

⑦
巻
九
は
、
万
葉
集
以
前
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
歌
集
か
ら
歌
を
収
め
る
。

⑧
巻
一
一
・
巻
一
二
は
作
者
不
明
の
相
聞
を
集
め
た
巻
。
歌
に
よ
ま
れ
た
地
名
か
ら
、
近
畿
地
方
の
歌

と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
巻
一
三
は
長
歌
を
収
め
た
巻
。

⑩
巻
一
四
は
東
歌
を
収
め
た
巻
。

⑪
巻
一
五
は
二
つ
だ
け
の
歌
群
か
ら
成
る
。
前
半
は
遣
新
羅
使
人
の
歌
、
後
半
は
狭
野
弟
上
娘
子
と
中

臣
宅
守
の
贈
答
歌
。

⑫
巻
一
六
は
雑
纂
的
な
巻
。
物
語
を
伴
う
歌
や
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
歌
な
ど
が
あ
る
。
巻
一
六
ま
で
の
諸
巻

の
歌
の
時
代
は
天
平
十
六
年
以
前
な
の
で
、
天
平
十
六
年
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
時
期
に
巻
十
六
ま
で

が
ま
と
め
ら
れ
た
か
。

⑬
巻
一
七
～
巻
二
〇
は
部
立
が
な
く
、
歌
が
年
月
日
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
大
伴
家
持
の
歌
が
極
め

て
多
く
、
家
持
以
外
の
作
者
の
歌
も
、
家
持
と
歌
を
や
り
取
り
し
た
作
歌
や
、
家
持
も
同
席
し
た
宴

席
で
う
た
わ
れ
た
も
の
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
四
巻
は
家
持
の
歌
日
記
の
よ
う

な
も
の
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭
巻
一
六
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
た
後
に
巻
一
七
以
降
が
追
加
さ
れ
て
、
全
二
十
巻
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
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４
．
用
字
・
表
記

音
を
用
い
る

正
音
…
…
…
…
…
…
…
…
…
法
師
・
餓
鬼
・
香
・
塔
・
五
位

ほ

ふ

し

が

き

か
う

た
う

ご

ゐ

表
意
用
法

一
字
で
一
語
…
吾
・
君
・
秋
・
月
・
来
・
吹

わ
れ

き
み

あ
き

つ
き

く
る

ふ
く

正
訓

数
字
で
一
語
…
年
魚
・
芽
子
・
白
水
郎

あ

ゆ

は

ぎ

あ

ま

訓
を
用
い
る

一
字
で
一
語
…
暖
・
寒
・
金
・
白
・
疑

は
る

ふ
ゆ

に
し

あ
き

ら
し

義
訓

数
字
で
一
語
…
丸
雪
・
未
通
女

あ

ら

れ

を

と

め

一
字
一
音
節
…
阿
・
伊
・
宇
・
安
・
吉

あ

い

う

あ

き

音
を
借
り
る

音
仮
名

一
字
二
音
節
…
南
・
念
・
覧
・
兼

な
む

ね
む

ら
む

け
む

表
音
用
法

一
字
一
音
節
…
射
・
蚊
・
荷
・
市
・
跡
・
常

い

か

に

ち

と

と

訓
を
借
り
る

訓
仮
名

一
字
数
音
節
…
恋
管
・
名
草
目
・
奈
都

炊

つ
つ

ぐ
さ

か
し
き

二
字
一
音
節
…
五
十
・
嗚
呼

い

あ

そ
の
他

戯
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
重
二
・
十
六
・
八
十
一
・

し

し

し

く

く

左
右
手
・
山
上
復
有
山
・

ま

で

い

づ

牛
鳴
・
蜂
音
・
馬
声

む

ぶ

い

①
春

楊

葛

山

発

雲

立

座

妹

念

（
巻
十
一
・
二
四
五
三
）

は
る
や
な
ぎ

か
づ
ら
き
や
ま
に

た
つ
く
も
の

た
ち
て
も
ゐ
て
も

い
も
を
し
ぞ
お
も
ふ

②

東

野

炎

立
所
見
而

反

見
為
者

月

西

渡
（
巻
一
・
四
八
）

ひ
む
が
し
の

の
に
か
ぎ
ろ
ひ
の

た
つ

み

え

て

か
へ
り

み

す
れ

ば

つ
き
か
た
ぶ
き
ぬ

③
余
能
奈
可
波

牟
奈
之
伎
母
乃
等

志
流
等
伎
子

伊
与
余
麻
須
万
須

加
奈
之
可
利
家
理

よ

の

な

か

は

む

な

し

き

も

の

と

し

る

と

き

し

い

よ

よ

ま

す

ま

す

か

な

し

か

り

け

り

（
巻
五
・
七
九
三
）

④
多
麻
河
泊
尓

左
良
須
弖
豆
久
利

佐
良
左
良
尓

奈
仁
曽
許
能
児
乃

己
許
太
可
奈
之
伎

た

ま

が

は

に

さ

ら

す

て

づ

く

り

さ

ら

さ

ら

に

な

に

そ

こ

の

こ

の

こ

こ

だ

か

な

し

き

（
巻
十
四
・
三
三
七
三
）

⑤
春
過
而

夏

来

良
之

白
妙
能

衣

乾
有

天
之
香
来
山
（
巻
一
・
二
八
）

は
る

す
ぎ

て

な
つ
き
た
る

ら

し

し
ろ

た
へ

の

こ
ろ
も
ほ
し

た
り

あ
め

の

か

ぐ

や
ま

⑥
熟
田
津
尓

船
乗
世
武
登

月
待
者

潮
毛
可
奈
比
沼

今
者
許
藝
乞
菜
（
巻
一
・
八
）

に
き

た

つ

に

ふ
な

の
り

せ

む

と

つ
き

ま
て

ば

し
ほ

も

か

な

ひ

ぬ

い
ま

は

こ

ぎ

い
で

な

⑦
春
野
尓

霞

多
奈

伎

宇
良

悲

許
能
暮
影
尓

鴬

奈
久
母
（
巻
十
九
・
四
二
九
〇
）

は
る

の
の

に

か
す
み

た

な

び

き

う

ら

が
な
し

こ

の

ゆ
ふ

か
げ

に

う
ぐ
ひ
す

な

く

も

⑧
渡
津
海
乃

豊
旗
雲
尓

伊
理
比
紗
之

今
夜
乃
月
夜

清
明
己
曽
（
巻
一
・
一
五
）

わ
た

つ

み

の

と
よ

は
た

ぐ
も

に

い

り

ひ

さ

し

こ

よ

ひ

の

つ
く

よ

こ

そ

⑨
小
竹
之
葉
者

三
山
毛
清
尓

乱
友

吾
者
妹

思

別

来
礼
婆
（
巻
二
・
一
三
三
）

さ

さ

の

は

は

み

や
ま

も

さ
や

に

わ
れ

は

い
も
お
も
ふ

わ
か
れ
き
ぬ

れ

ば



万

葉

集

年

表

西

暦

年

号

干
支

天

皇

先

皇

執

政

事

項

期

五
世
紀

仁

徳

巻
二
巻
頭
歌
（
磐
姫
皇
后
）

前
半

五
世
紀

雄

略

巻
一
巻
頭
歌
（
雄
略
天
皇
）

後
半

六
二
二

推

古
三
〇

壬
午

推

古

蘇
我

聖
徳
太
子
没

六
二
三

三
一

癸
未

馬
子

六
二
四

三
二

甲
申

六
二
五

三
三

乙
酉

六
二
六

三
四

丙
戌

蘇
我
馬
子
没

六
二
七

三
五

丁
亥

蘇
我

六
二
八

三
六

戊
子

蝦
夷

推
古
天
皇
没

六
二
九

舒

明

元

己
丑

舒

明

六
三
〇

二

庚
寅

六
三
一

三

辛
卯

六
三
二

四

壬
辰

六
三
三

五

癸
巳

期

六
三
四

六

甲
午

六
三
五

七

乙
未

六
三
六

八

丙
申

六
三
七

九

丁
酉

六
三
八

一
〇

戊
戌

六
三
九

一
一

己
亥

六
四
〇

一
二

庚
子

六
四
一

一
三

辛
丑

六
四
二

皇

極

元

壬
寅

一

皇

極

六
四
三

二

癸
卯

山
背
大
兄
王
自
殺

六
四
四

三

甲
辰

六
四
五

大

化

元

乙
巳

大
化
改
新

六
四
六

二

丙
午

孝

徳

皇

極

中
大
兄

六
四
七

三

丁
未

皇
子

六
四
八

四

戊
申

天
皇
と
中
大
兄
の
対
立
深
ま
る

六
四
九

五

己
酉

六
五
〇

白

雉

元

庚
戌

六
五
一

二

辛
亥

六
五
二

三

壬
子

第

六
五
三

四

癸
丑

六
五
四

五

甲
寅

孝
徳
天
皇
没

六
五
五

斉

明

元

乙
卯

中
大
兄

斉

明

六
五
六

二

丙
辰

皇
子

六
五
七

三

丁
巳

六
五
八

四

戊
午

有
間
皇
子
刑
死

期

六
五
九

五

己
未

六
六
〇

六

庚
申

六
六
一

七

辛
酉

新
羅
に
進
発
。
額
田
王
の
熟
田
津
の
歌

六
六
二

天

智

元

壬
戌

六
六
三

二

癸
亥

白
村
江
の
戦
い
。
百
済
滅
亡

一

六
六
四

三

甲
子

六
六
五

四

乙
丑

間
人
大
后
没

六
六
六

五

丙
寅

六
六
七

六

丁
卯

近
江
大
津
宮
に
遷
都

六
六
八

七

戊
辰

蒲
生
野
に
遊
猟

第

天

智

六
六
九

八

己
巳

藤
原
鎌
足
没

六
七
〇

九

庚
午

六
七
一

一
〇

辛
未

天
智
天
皇
没

六
七
二

天

武

元

壬
申

壬
申
の
乱
。
飛
鳥
浄
御
原
宮
に
遷
都

六
七
三

二

癸
酉

天

武

六
七
四

三

甲
戌

六
七
五

四

乙
亥

六
七
六

五

丙
子

六
七
七

六

丁
丑

期

六
七
八

七

戊
寅

六
七
九

八

己
卯

六
八
〇

九

庚
辰

柿
本
人
麻
呂
歌
集
の
七
夕
歌

六
八
一

一
〇

辛
巳

草
壁
皇
子
立
太
子

六
八
二

一
一

壬
午

六
八
三

一
二

癸
未

大
津
皇
子
朝
政
に
参
画

六
八
四

一
三

甲
申

六
八
五

一
四

乙
酉

六
八
六

朱

鳥

元

丙
戌

天
武
天
皇
没
。
大
津
皇
子
刑
死

二

六
八
七

持

統

元

丁
亥

六
八
八

二

戊
子

六
八
九

三

己
丑

草
壁
皇
子
没
。
草
壁
皇
子
挽
歌

六
九
〇

四

庚
寅

持

統

六
九
一

五

辛
卯

高
市

六
九
二

六

壬
辰

皇
子

六
九
三

七

癸
巳

六
九
四

八

甲
午

藤
原
宮
に
遷
都

六
九
五

九

乙
未

第

六
九
六

一
〇

丙
申

高
市
皇
子
没

六
九
七

文

武

元

丁
酉

多
治
比

持

統

六
九
八

二

戊
戌

文

武

島



六
九
九

三

己
亥

文

武

七
〇
〇

四

庚
子

明
日
香
皇
女
挽
歌

七
〇
一

大

宝

元

辛
丑

大
宝
律
令
を
制
定
。
大
伯
内
親
王
没

期

七
〇
二

二

壬
寅

大
宝
律
令
を
施
行

七
〇
三

三

癸
卯

七
〇
四

慶

雲

元

甲
辰

石
上

二

七
〇
五

二

乙
巳

麻
呂

七
〇
六

三

丙
午

七
〇
七

四

丁
未

第

七
〇
八

和

銅

元

戊
申

元

明

柿
本
人
麻
呂
こ
の
頃
没
か

七
〇
九

二

己
酉

七
一
〇

三

庚
戌

平
城
京
に
遷
都

七
一
一

四

辛
亥

藤
原

七
一
二

五

壬
子

不
比
等

古
事
記
撰
進

七
一
三

六

癸
丑

風
土
記
撰
進
の
詔

七
一
四

七

甲
寅

七
一
五

霊

亀

元

乙
卯

期

七
一
六

二

丙
辰

元

正

元

明

七
一
七

養

老

元

丁
巳

七
一
八

二

戊
午

養
老
律
令
成
立

七
一
九

三

己
未

七
二
〇

四

庚
申

日
本
書
紀
撰
進

七
二
一

五

辛
酉

長
屋
王

七
二
二

六

壬
戌

三

七
二
三

七

癸
亥

太
安
麻
呂
没

七
二
四

神

亀

元

甲
子

七
二
五

二

乙
丑

聖

武

元

正

七
二
六

三

丙
寅

山
上
憶
良
筑
前
守

七
二
七

四

丁
卯

大
伴
旅
人
大
宰
帥

七
二
八

五

戊
辰

七
二
九

天

平

元

己
巳

長
屋
王
自
殺

第

藤
原
武

七
三
〇

二

庚
午

梅
花
宴
。
大
伴
旅
人
上
京

智
麻
呂

七
三
一

三

辛
未

大
伴
旅
人
没

七
三
二

四

壬
申

山
上
憶
良
上
京
か

七
三
三

五

癸
酉

山
上
憶
良
没
か
。
こ
の
頃
家
持
初
月
歌

七
三
四

六

甲
戌

期

七
三
五

七

乙
亥

七
三
六

八

丙
子

遣
新
羅
使
人
の
歌

七
三
七

九

丁
丑

藤
原
四
兄
弟
没

七
三
八

一
〇

戊
寅

橘
諸
兄

四

七
三
九

一
一

己
卯

こ
の
頃
、
中
臣
宅
守
・
狭
野
茅
上
娘
子
贈
答
歌

七
四
〇

一
二

庚
辰

藤
原
広
嗣
の
乱
。
恭
仁
京
に
遷
都

七
四
一

一
三

辛
巳

七
四
二

一
四

壬
午

第

七
四
三

一
五

癸
未

七
四
四

天

平
一
六

甲
申

聖

武

元

正

難
波
宮
に
遷
都

七
四
五

一
七

乙
酉

都
を
平
城
京
に
戻
す

七
四
六

一
八

丙
戌

大
伴
家
持
越
中
守

期

七
四
七

一
九

丁
亥

七
四
八

二
〇

戊
子

七
四
九

天
平
勝
宝
元

己
丑

陸
奥
国
黄
金
献
上
。
東
大
寺
大
仏
成
る

七
五
〇

二

庚
寅

孝

謙

聖

武

七
五
一

三

辛
卯

大
伴
家
持
帰
京

四

七
五
二

四

壬
辰

東
大
寺
大
仏
開
眼

七
五
三

五

癸
巳

大
伴
家
持
春
愁
三
首

七
五
四

六

甲
午

鑑
真
来
朝
。
大
伴
家
持
兵
部
少
輔

七
五
五

七

乙
未

第

七
五
六

八

丙
申

藤
原

聖
武
太
上
天
皇
没
。
大
伴
家
持
喩
族
歌

七
五
七

天
平
宝
字
元

丁
酉

仲
麻
呂

養
老
律
令
施
行
。
橘
奈
良
麻
呂
の
変

七
五
八

二

戊
戌

大
伴
家
持
因
幡
守

七
五
九

三

己
亥

淳

仁

孝

謙

恵
美

万
葉
集
最
終
歌

七
六
〇

四

庚
子

押
勝

七
六
一

五

辛
丑

七
六
二

六

壬
寅

七
六
三

七

癸
卯

七
六
四

八

甲
辰

恵
美
押
勝
の
乱

七
六
五

天
平
神
護
元

乙
巳

称

徳

道
鏡

七
六
六

二

丙
午

七
六
七

神
護
景
雲
元

丁
未

七
六
八

二

戊
申

七
六
九

三

己
酉

七
七
〇

宝

亀

元

庚
戌

道
鏡
左
遷

七
七
一

二

辛
亥

光

仁

永
手

武
蔵
国
を
東
山
道
か
ら
東
海
道
に
移
す

七
七
二

三

壬
子

七
七
三

四

癸
丑

大
中
臣

七
七
四

五

甲
寅

清
麻
呂

七
七
五

六

乙
卯

七
七
六

七

丙
辰

七
七
七

八

丁
巳

七
七
八

九

戊
午

七
七
九

一
〇

己
未

七
八
〇

一
一

庚
申

七
八
一

天

応

元

辛
酉

七
八
二

延

暦

元

壬
戌

桓

武

魚
名

七
八
三

二

癸
亥

七
八
四

三

甲
子

藤
原

長
岡
京
着
工

七
八
五

四

乙
丑

是
公

大
伴
家
持
没
。
藤
原
種
継
暗
殺



万

葉

集

各

巻

一

覧

巻

部

立

時

代

作

者

名

表

記

巻

一

雑
歌

（
雄
略
）
舒
明
～
元
明

記

名

正
訓
字
主
体

相
聞

（
仁
徳
）
天
智
～
持
統

巻

二

記

名

正
訓
字
主
体

挽
歌

斉
明
～
元
正

雑
歌

持
統
～
天
平
五
年
頃

巻

三

譬
喩
歌

聖
徳
太
子
～
天
平
一
六
年

記

名

正
訓
字
主
体

挽
歌

紀
皇
女
・
天
平
期

巻

四

相
聞

（
仁
徳
）
～
天
平
一
六
年
頃

記

名

正
訓
字
主
体

巻

五

雑
歌

神
亀
五
年
～
天
平
五
年

記

名

音
仮
名
主
体

巻

六

雑
歌

養
老
七
年
～
天
平
一
六
年
頃

記

名

正
訓
字
主
体

雑
歌

巻

七

譬
喩
歌

年
代
不
明
（
二
期
～
四
期
か
）

作
者
不
明

正
訓
字
主
体

挽
歌

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

春
雑
歌

春
相
聞

夏
雑
歌

夏
相
聞

巻

八

一
期
～
天
平
一
五
年
頃

記

名

正
訓
字
主
体

秋
雑
歌

秋
相
聞

冬
雑
歌

冬
相
聞

雑
歌

巻

九

相
聞

（
一
期
）
～
天
平
一
六
年
頃

記
名
・
歌
集
歌

正
訓
字
主
体

挽
歌

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

春
雑
歌

春
相
聞

夏
雑
歌

夏
相
聞

巻

十

年
代
不
明
（
二
期
～
四
期
か
）

作
者
不
明

正
訓
字
主
体

秋
雑
歌

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

秋
相
聞

冬
雑
歌

冬
相
聞

旋
頭
歌

正
述
心
緒

寄
物
陳
思

巻
十
一

問
答

巻
十
一

年
代
不
明
（
二
期
～
四
期
か
）

作
者
不
明

正
訓
字
主
体

正
述
心
緒

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

寄
物
陳
思

問
答

譬
喩

正
述
心
緒

寄
物
陳
思

正
述
心
緒

寄
物
陳
思

巻
十
二

年
代
不
明
（
二
期
～
四
期
か
）

作
者
不
明

正
訓
字
主
体

問
答
歌

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

羇
旅
発
思

悲
別
歌

問
答
歌

雑
歌

相
聞

巻
十
三

問
答

年
代
不
明
（
二
期
・
三
期
か
）

作
者
不
明

正
訓
字
主
体

譬
喩
歌

（
人
麻
呂
歌
集
あ
り
）

挽
歌

東
歌

作
者
不
明

相
聞

（
国
名
判
明
）

譬
喩
歌

巻
十
四

雑
歌

年
代
不
明
（
二
期
・
三
期
か
）

音
仮
名
主
体

相
聞

作
者
不
明

防
人
歌

（
国
名
不
明
）

譬
喩
歌

挽
歌

天
平
八
年
・
九
年

遣
新
羅
使
人
等

巻
十
五

な
し

音
仮
名
主
体

天
平
一
一
年
頃

中
臣
宅
守
・
弟
上
娘
子

有
由
縁

巻
十
六

二
期
～
天
平
一
六
年
頃

記

名

正
訓
字
主
体

并
雑
歌

天
平
二
年
～
一
六
年
四
月

巻
十
七

な
し

記

名

音
仮
名
主
体

天
平
一
八
年
正
月
～
二
〇
年
春

巻
十
八

な
し

天
平
二
〇
年
三
月
～
勝
宝
二
年
二
月

記

名

音
仮
名
主
体

巻
十
九

な
し

勝
宝
二
年
三
月
～
五
年
二
月

記

名

正
訓
字
主
体

巻
二
十

な
し

勝
宝
五
年
五
月
～
宝
字
三
年
正
月

記

名

音
仮
名
主
体


